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退社劈兆しイヽヽる欣jl課魏心 時間糎のかいい戎叙かり蔓戚

徊ｌ，い§E時にJ 。叔雌的唇方･り緋 かヽ1灘吹ぎ帆い 口ひ い

よた ，推晦の構祉.ｉ 理解々 肌ひ 四 丿，　しＲ=りい 乱 紅俘的

惑為と=でｙろａ･脂よやく祠峰しなけわJ・らなら

さｎ墳報処制鴇 乙の閑球 号れ（ 教訓瑛狸や
ﾐ5・計涼気 の政の･9敦厚妁侭唇

改.匹 帽? の特質2ベ尺Ｑ バJ

イく　4。　 し りヽ し ，そ

的ふ秀乞

て巾･1片 山 ハレり下貌学理諭々机摩

かい ぽ ，匈わ) 八,y)昨煤 放心雨外

縁他の如八 球 似･リ1 薯い峨 に

幻

召
・

轟

捺

打ろ

4

￥

＆
）

り の でめ

｛

χ

．

Ｉ

営

々

ぞ り` 1て　し

無 派 さ お

う １ ら ば へ

る びJ
´1
む`ヽ

し枇靴丿片 考えおＳ吏滉 ぺ 頌瞼ｔ畑9 と.の紅（ げ ぎ考え．

る７胴乱 こ敢以上の侭賂I･多くの録暦を:ヽ ･,れφこいよ１難

ｔ･ い てｙりぐあろ 仏 そぐ乱 教ｷいら島 の謁検疫い' り 二

い 四 乱 犬糾妬 湧 えでみるし 酋礎良い 吋盛と非肩ﾚ

考や 二とが荼一半作 で`あろ仏 この２とＫフ｀'DJ ，あとぐ

聊 ずIゐこい こしぐあ冷，毎にQ,代就ぼ,の刄奥の悛ｔぐゐうｼ ．

３牛 にお1り 囚荘心 現 叡欣々禄命孝の偽微か で4E桟仇 瓶

雫閉政噺 哉なりy.死物で･あお

ろが釦1･　3 隼Ｇお目てぱ．こ帆

吟2,t釧' ろ

に噺政軋

い い=r考えれ･ 肘航

ほ咎妁1心 理解囁趾なとこ
4Ｃ

Ｖ

で'の1刄咎ぺ，ベ クト ル解

い なぷ:うで'あ 心，こ帆･ろ

蛍積脊り考え挑 理屏に バ㈲ 方握ぐ 橿秀明

紋諦・考えれ 囃=ド ゼ:今二と吠･ど`？ みのであろうか，Ｊ年

の吋かJ だ諭 も原く，こ
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ご

昔
恥
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う
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り
、

べ孝挙べ み＆仏 幻糾わ貳次のぶが吋い いJめ
心 蓼l? り‰

（j2 ） 放校肉感の綸祀ｔ，波校叫轟・ 改告

①　基礎批溥 の款椎叫賂にフ 目ヽぐ

慧化の良lhp 衰1口歌程乱わ以 考1G･ け,Ｍぎち･うわ ）一つ

他 絲IA:基硬軟.靴 仙 うれ 帽f 軋 ゐ呼啄’坑り翫ぜ:の内各

昨気正ぶｔ もＱ ，も その闇恚S 宣穏しい夕れぼな･うな１し

ま尺，基礎散孚‘としズり良嶋もあ乱 この危地･り,ら秀える乙

一
－
１｛
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尿公ｔ 傍副

制準 ぞ圃 八`

准恟々;|趾で笥 リ，散り り諭理と喩糎べ貌゛゜

押いヽ軟.靴 八似鴎乙しくの闇ｋ観仏

脊積脊学の荼一双行体ぶ･諦肌t･ないど`めうみ 以'F

フ，べ 珍弛しぶれ
の　 玲 理

，

推 諦
の
櫛 疫

，

論 裡 秘ﾌ Ｏ
一
石
－

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　･　　＿

ご 復諭の維鳶呂し＆ld ≒ 命題の精進９し

9･ら 推節球い 丿ヽ推諦･つ1れ川 合恂し

をフく 夕･ぐ ，

拓式
ｒ
 「
Ｉ
　
　

Ｕ

Ｑ
　
　

ｒ

’

、
、

が
巧

た，
ぱ

察豪 気

こ帆りに

卜 ，　アル／ゴ｀ソ ズ

Ｑ Ｑ‘j少,1りJ ｀を ら

い い噂 の庫舗
奈件丈々跡遂ぐ 汀 パ 晨攻バ‥

むヽリ ， 釧 いぱ 学噺り･希玲 ざ`あ;り い ．

錨 か でぶるよ ．

Ｈ 似 付 四 ．

l特認 化，` ;g換ｔをい 能い 心学い‥ その吋茅

え，蹄裡岐Ｓ検対レい く二．と心刄寧ぐめラク．１

晰

ａｆ

で争糾' 槍諭㈲か 啼兎的バ]割･ 命題纏丿超に リ，基

郎旨 ふ方り副僕ＨＨＤ燧

し

握

ろこヽ,L以J碗娑.とり’う い ）ｙｼ ．

複徳Q'命蔑り楕趾Ｈｎ 匹 い, いま，尚靭一命を い倆

１

″
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－
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乙
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１１。

見遺むの褐難リ＝ぺ ヵｏ ａ靴七な垣根Ｑ奈柝し 叉の遥

か べ 閃啄９明らりヽロレ 老体の楕坦々閔逓il正しく訃

る=.ｕ こ９･る（ このようｌ 単純9’平求冲菖程が紬.雅

楕拉ぶらり いこ楕戌ｌ
ｒ

ｊ
 

１
９

靴
緋

帆ていく･りぴ`排路吸 しひ1 くり １

;;か卜らIM 孝 之力'･てひ々んど口る冰㈱Ｈ 俸恥化し，

化し払 明囃 諦理蛸 夥れ糾
會

り

ノ

」」ｇ

χ

徊， 二.の に ７ 捨諭遺 址 Ｈ ヽ

抹諭 ぶ`大 い に飴く ぷこうに'rjyリ

な4‘ ろ こ．ｔ 吠 で`１ ろ

φ に

ぐ

が
次

え

軟

＆（

ぎ'う|てなうのでIJ なり

命題問の諦理り沢刎生

ひ に し てｄ く 尺，y）j゙でも ，

し て い く　こ-ｔ ぶ嘴

目く こ と`二以 よ＼｡･で

･り厳 衰 Ｑ 理 玲 唇迫

炉 と眉4シ 。

々　惟物ヤ似叫口)メカロ=ズｙa 明石

その楓幹 をQrしい にいい4'今順 節理

靴 今肌 離眠 浜趾
丿
詞し 四細忖 臨ゐ４が・ｽ叉゙柿り

原理，岳叶丸丿 球 憬丈／鸞唇永一斗 于夕郵凱 詮，副 将

偶，論琳組･･･餌互叫恪　屈祢命題 ，作化命軋 泉崎伺S娶
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１

１

と‰ てくろ，こ･九らIM 剔 数理を解明ｔゐとさＩＪ ，ｌ

尺条件構造のぱ握吋R 孤ワ，さQ‥i数徊り晦理.にＬ 椎論そ

のい い 雌 白０ ンロJ･ ， 就勤 剛7り債昿 俗諦叫Ｄ Ｓ

あ妁いぺ も扱い いい 気

⑥ 赦斜蹄 遂川蔽秀順庖,回路う 尚 べ 軋Ｏ 詞ｔ 為

和 時斟 リヽ= バ みｙと八教訓嫌 理の撒砂Ｌ概p回路･
ぴ限回恥N 阿 回路をか べ 理肘いい湧 二いれ いこ典祗

がめjろぶり以惑われ乃。
命題･りを彫 ｎt 叶ヽ 回軋 ﾌﾟ`やレペ捉ｇ が四 諭瓊核 心

蛉か い Ｋ呵路 ，プパレ’代ｋ の埼理細 べ坤jHl･5 心 貌換ま

匍，結合次刮 ，冷就眠則，伽.･爽 吋９ の是浅り'ヽ白Ｋ梱釦･こ吋

沁ブ1匹 歌 乱 こ此･ﾓ)ｏ基本匯蛤 基飼 生蜘 りレバ 均碓武5

の漢算り 同紅 なリベ わ 以 Ｎ出 回諏バ,R 、回牝 Ｎ 町

回吼 Ｎ八習) 屏路 ，ｕR 、回路ｅ組 私私り ｾﾞﾝμ，諭眼齢;

対4 石偏
戻7
り) うり 考こと広'どで 乱 これぶの明経･ｎ ド だ

，戌粧rぷ`瞼眼びi蔭2=糎解しrいJ ，眼恥 ．汽リり 二，いｇど'ぎ

何: ク･四 り，７らに諭吸筒瓢 の持地 わま挑Ｈ, ぺ り，?ぎIざ

軋南外の弄ｱ・賢 が卜 お･口いよ，情報μ理友 わ 気珊t,･ヽらヶｙ

～夕年におりも 悒3・針貧凩の桁月と，‘ヽ，も ハー白ンエアり

司蛉かは，參か回路，嶼昂諦瓊回路 など･り諦理 回路，屏兼 ，

聯 ］ 辱
、
玲算 回路叫 硝 篆 副 制御 料 ﾌﾞ記 次 回 に

て識 叫 糖 気FI ツ ム・謐 気テープ゚鈷感征乱 訟 気わ ス ク記

徘 撮影 入れ力装 霊 心) ろ。

こ眺に嘴啓一Q`枇 菅り 基礎虹祢 ばづ'づレ・関数 ぐめり。'91り 綸

煙性 がず 辱'と ぞ 帆ひ･ 碁、ブづ レ削 軟の零一乗 の集老 ふ 集令

諭 としてり ブリレ・武 執リ､､ブー1レ永j〉でIあ 今こ と`tｐら。 ﾌﾞIづ レ

関数刑場刮Ｄ雌 合時と.して.りシ 哨張 り諦Jt.理ｄ 抽 し

ズヽ り 。し幻]? ぺ ，集兪呻り支為りヽらり づIり ／代軟り恋止
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芒ブペレ関 が.の閲璋り剖針 も ぶ匹 粒孚的倫理肩既唇

Ｒ叶かして　卜5ごといお りヽド理解ぐｾﾞ･い妬掌仄あろ侃

詐ヰ≒白け ７敦帚いべ ，勧虹レいば剖軋い
－1レ ぐ牝ｉ めボら（ そ政との同一挫‘り`らブ ーJレ閔抜

の楕造びJ･}Ｄ ｹﾞ` 1け リ，論理回賂卜 和･ られうごとに7L

に し八 の緩郎 梅理略 蜃い: しり 乱 命堰の倫七

酋本吐剛 基本鰭 にっ‥い か 賦 枇が騏 伎ヽ剛 巷加畷

諦吠女批'し，倫理訟 啼埋1月浩八ｔ息及してI'く,j

必か 仔 目ぐIJ' ， 聡釧t刄桟の９フドソエアＯ婆帆とわ

てぃ乃こ帆り) 放吟的雌盛４批徊班いよ扱わ敗か け ら し

八,新い瞰 学球Ｌ埓t伺 ，書式袷陶･)払蹄り，引 接冷･り梅

睦，飲祠と胤 ﾂ匹゙ レベ軋 諭屋同略iH び匹　こ帆ら‥り

恭敬と.い てヽ 崎 諭瓊，Ｍy ぴ問題解折々デづ μ瓊ダけ 唄

心縁 フフロー十ヤードの考え方力隋 寿馴 和 順寸 る基夜

軟な馴亀葬として陶 つ収い外 ば９り７口t･尋孔

ブローチャ･－い口I レハ ズ‘みり構巻.a糾 り4‘最も和を

なざな 泌 リ，図式心レバ 問題･り解吸鼠毎反則 寸 沃礼

嫂諭の示八. ころ･こし尺ぬ て房感･り徊れ ぷ札 フロ→

ﾔ'－卜 詞 顛府政の場如 囁 忿の鋤=り ゑ一回 の副巾 拓

べ ，命休心ま扱し，相か 剛紅 拠城り 八 心｀Iい ．
０ 教分旗会1り･や湖岸入

放列 を加知 早句尊入の農換理駆 ぞ吋 糾 珊 ど
レ ‥

て1乱 所心 丿 が松 球 バ ）恥 訪 べヽ 導入 べ ，秀一･沢

棺葵㈲付 則 參二心 ≠ －い 四 べ 洙礎徊l ， j2, が け ぜ

て丿く。この;加齢も 微々` ﾉ晴分靴り理解に大 目ヽQ役皿バ 馮

ろり ご`片えられ孔
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以.上，巷硬軟溥 の田，娃り改乱丿 べヽ 諭 免1 試 みfU;` ，項

目妁1で令妁 市･ろと曳のぷ･り･ﾐなゐと池ケ．

ア，敬と`瓦　雄勝Q.樗眼レ 肩耀氏り黎赤，司教.た.孤 ，俵

容式の考味い ヽぷｔ，駿気障馴 Ｊ る似爽式ン)吋笥liおこＱ

つ ，

/1 ぢ程か.千有式.Ｊ･握脳 斜眼･ぽ 軸班 味卸い八
力，迪 虹一一決が程 式はQ ∂Ｕ，4.SS　の消 云,ほIい目 解iH 'ik 槐 古

な．ュ次か縁 式 ，征 私り 燧 糾 扨 無 とす心。参 誕丿程 氏 ，

訓 い 尨 丸1拶り赤 バりか ‥μ を或 い まびヽ如 まＲ ，ニ戌冷疹

私 乞戻冷齢 貼Ｌ 軋 裂

-15 －

Akita University



仮 の叙 祗 翁翫の紐 丸極,いり疹づ 購 疼，醐 教り禰ｎ の駅か

植た植 ふ,ｔ 戈り 峯奸 丘:=二j2、瞬翫ノ三凝瞬散.いy 貼ヽ 心して耗 仏

ぎり 以 ，頴今も の測 諌･ごか べRd ね の茫規 巴平切歯 ワ
定幄

を,扱 い 以，と 貢 紗 の多－のや λ,以 のほ掻であ ゐ
，

キ．稚夕ぽ　4 こ気権な の延義 丿 岑 核脊・ 玖久;ｓ堪入 し

１ 換肺今ほ･ 邨々種々乱4j 糎 閣牝の積徊 尚 単淳 他迷闇軟

，超 越司政ノ)種々｢j どｌ 導 入し む:9寸 の茫夜 べし徨身 の
ヱ

換種脊胤 邨か礒妁a､ 岫 単9一面靴 拓か 朧 々．

ク， 平舶1 夥ｔ 式1ぷこよ い の`みか
い ‥

ケ． 集令t･ 諭現　 さい こ遠斗に諭拠に几 八 次 のレ 々･ぎ似

駱１，策冷ｔ諭運叫l 蛾ｔ片允rい八 八ぺ'あろか八

命題引図 表，命懸閤袈り, 糎集々 包板い，命超のを彫

胎毒 希足，挑廸囮 儲糎徊 諭鐘ljj駱いN 回 降バワヅ 踏rJLｘヽ ゛` 4、1　　1 －

N ひTlj 路 哺Ｍ順 略。Na･Uj4蹟 ）乙の朔連で`扱（ 偏獲べ
牝
心
諭 渥 転 獅 砥 蹟

、
昨M

鴫 回 バ

複 眼　 ム
μ 心

肺
糾J

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　　　　　　　　　㎜　　　a　　●　　　　　　I　　A.　ｊ

ｒ　　　
●.　　　　

、、X.　　　とS沁
系 軋 系 啓 夕こ

，
政 和T 虹 ，

ふ
喬 徊 肌　 ヤ 令 条 慨

也 賑
，

巾 亀 隋 糎
痛j4 叫 社 絹 恪

，
唐 称 脅 競 漕 社

命 軋 冶 渥 の
恭

㎜　　㎜　　　　　　　J － ■　　　　　　　　　　　　　　4･　　.　Ｓ`¶
参政式ｔ基本領珠 ，吻瓊式,ｔ倫瓊四剛 劃 ア･レゴ'ソズ･八，

フローケ。一卜 尽若手頑 ，推眸の権現，などIぶ秀 之や政一飢

以上 ，基礎教郵こっ‥口 論･C巾 り貳　いれL‘までの視診と相名

l･1つ，･い 鵬 こｔい は｡ぷ吊　； 帆らり 呵蜘 七　それか（

ＪＵ りヽり 軟なり 埓彩の基礎り轍ふ となるこｔ 斌1 11 えぶ乱

④　Ｚ年貌婬･の衰境町妬丿 いで・

ぼ)λ年礼恥1 お心沁　 徴釧膏分蜘ねP け吐;y 斟リ バフ

芽一の坤押･戊 が) ゐ徽分咸・核令砥ｇ涼七` t机たいロリ

教、剥 揖 諭乞及矧す馳 辱り5 財 姐!で口　 わ･り 極限

作をバ9 外単伺板柳 鴎唐 紅 蘭い 極軋 報分司範` C
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齢 剋生，欄弑な圈侃の倣旅 左ざ 角関数八蜘 托 双宣線渦紋

の良外，尽μ＆印 琶刈1乙茅瑚ね 建屋の俯 巳乙戻匯｡,屑拠り

極瓦洽1 ，ヽ破加ヽ減少刎七竃 不疋形囮利明貳 高沢知 賊軋

方ｙ ｐ 吻むも 関祀廠靴 渕衆面り澗吼 善政単剛艶芭心

)翫ﾉての閔札X)補加 或ヽ帆 蜀 犬紬J､間怠 ，闇救力凹亀 漸

次丿圖良乏用いてお変曲点，方羅司の応匪 湘しり糾Z 延の穫

嵐 臨 あど・４．浪匹 ∫列 仙術 ド れ徊 別道で 人妬 球‰

一疋？ 臨″シ咳にい 吉穫式の鮮滅なじ丿贈 婚 ㈲ 理諭ｇ

麗削レ，ぶむ徊)哨じ£ば炉瓦 斤)心り助 欧 のりび
ご
おﾅJ

正嘆息乱 交剛 醵レ 感頑 疎 湘血 べ句嘸 外０絆 艦にっ

りて諭ず沁。

積分弘 治 いでIJ ， 脊=り) Ｊ戸４.μ に･ で遭撫 紛 え 祁

洲 剱賦 が聯 狗 御 亀 考廓 卵 政績仇 耀櫛 笥鉛)精炉J

とM1い 為ﾘ ／゙5J 図 瀞ぢ刈寸斜 削 泗レて］ 削除 班 £義

を:巣鉛 こおこ以 先 走瀬拓 贈 篆 建趨価 年闇 ずｊ乎兵農･の

お Ｌ 忿積加)ﾐ甜 喊 面 し 片柳 駒ヽ,平廓摺形が 国E. 冰

希 あ々乱 夥こ札 び八丿 で渦か鸚勁伺蓉ば，流入円窓ヽ 杓

とＪ)Ｋ玖で名晨欧え，消9巳jｔ に;ﾘめでめ/5 ，

侑 絢 雖 珂淳郎 路 肩㈲甕しﾉ，邸 排 ４り 脱 標紳 心

レも 二平面問･夕)風眼, 直扉イ・平面 ﾋ，゙力闘禄。平面め言程
１　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　・　　１　　’　 ●　　　　’

或

，

み 湧 面
の 者

孤 り 義 久

ｊめに力厚司 と:．;･力物 理竃'かベ リ づ ノぐ去傾ごaｙ ベタ Ｄ ノ

1･叫 ぷ)法則 ㈲りりり法則ｔ 同様に橋む び･ 収心　 しＫダ=べ

べ外 岬 晰 の基 鹿 どな べ い 剤 喊 Ｘ 浴仏 ＆冷J・
μ さ べ

に む乙づいて楳 入，し/，ぺ訃･ しﾉがり 禎 や ぐベクい のり.軋

スカヲ ー四 盾 ，蓼 之ベクい ノ£用いて絢理の屑 題べ1陶 卵

哨題へか句 肛こフ いて.考 んてか ふう，．ン) 貼 り りう轟 え てみ

る乙 ，ヘクトｎノめ購入 乙し'て･ ヘ クトｎノペり れ 油§呼 ，･` ;フ

７吋
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い･ノ凶丿脚 必ベ ク1ヽ ｎノ．甚冰 べ夕い ソバベク1－い／剤
刄㈲虹示 ．

ペクい ソ,;り演騨 ，－ｙｊ 唯 純 ，=一次鋭馮㈲ ，武線 ベクいl／，

糞面χ クト ，（ スカ ラ一戦 ．ベクい1/猿 ，ヘクト)t/のぞ.疵積

ａ で£替－,汐Ｊμ7-･しどじレで扉入し て4八･3いダ)ご･いlなし巾 力

うりｙ 弊 二め,徊．μ と．レ 剔 スカヲ一場ｘベクい1ﾉ 場 ．ベク

1n ／冽斑勧夕哺1雄 ，刺 摺 絵 係 紅.，スカラー一場力幻配 ／ ぴ

い し･場力感 紙, ベタり ／場瀕ｇ振 ，線 換 飢 遥 授価 伽 飢

ぢ鳶喚忿･ が？, ズ，政あ 面皮鐸 ，.夕’り ーン白 む4! ，Å1ヽ’クス

,･り定遂 ，ま ぴ'にそﾀﾞ)緯挙 ﾋ応゙ 冽収り 炉 腸k ．着ん･う八ゐ

卵 代 赦弟 Ｊこ，紅 唇も 夕堆式
丿
方拶 瘤) 収容州 き･j才，て丸

フに がり 參卜 組ふヒ，回御包曜 ，列 脚色匯μj 刈 副;j列べ

・･塗ａ.一次 豺 參ぺ ，妙4 埴 ，冨1肩ベクい レ'なﾋ.‘励 勅印べ敗 刄

重 砥 レな’り^ れぽyj 心な山 弱刈洵 諏乱 ベ ノ笥 孤 式 ，一次気

維 ，恚 刎拠 図 双 式丿心 几 絢 齢 ぶ. かヽ･分 野 で)恥 口;汐φ ・

こ，のれめ，絢 哺嵐 工洵:，tj叫 准 ￥の把 めす 野ぐ抒 坤 Ｍ ｌ

ｌ す痢いら れろ４如 こね･・か この馮ヵ
ｙ)考 んり 紅 収 載

砂

か 恥 尺j ふ 払 碇 肘 叫 鵠 のにめ 紬 司 れ藩 乙ﾀﾞ)刈白 丿

火 ぎ出 し にφ` つて線 形司 紅 レ で乞咄し/てあ く方八 八必

畑 ’ ヽ
､・、S･り 。

古礼

行列げ側式か亦ビ．レ影Jブ渕 がμ轟恕研算

汐 徊積）抒凡 片軋 持宋 ㈲ ぶ汀 ダ 副べ
連胞一回池原式 ，フラー力 内 公式，印ぐ 靭心 勁 庄と一

紀か程式 。数沿 図 法に互いに別後防涵ゐ力呻 万力碩袁註，

白丿列，侶I布直訓 劾 ，拘 に同和こフト（ 固有 頂 礼

1翻 豺 試 ／μ べ姉 屹 二祁 ん み バ う 形ベ ハユバ

り一行珈 憲 帽直，松 崎 爪 如 ある湖 胤 舶 堺 川 巾

畑帽 勘 血摺良縁 對 付コｙ）痢 尚yj お レ ーつ心 £

吸也昿郎UF)/5 ，

以上λ年の叔循川加 邱坤 頗分力琴＝１力嶮ゴｙ･ノ め色膳か

―
″
８ －
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らの㈹ 帑じべ勺 叫ヽ 聊 ㈲)茅－ の小 乱μ 乙し･ての躍培農㈲

に? 出 て轟 田べ就じツての立場をか, ていくyj 。･ヽ必問尨 が高

乱

③　Ｊ午軋む 吋 謙 ぬ訟 っ いで

Ｊ手心 川･ 威 げ 検 討 如 偏流焦　ご.吏絢 嘔ひ 極左抽 ≒

廊 赫回 心 紬
丿
泳 組 超 ］b 率 イ 側 嵐 冲 聯 レ か か

鎗 蝿 牡 雑 し 順 路 惑知 紆 私 研

介 ，葡面煮 で・あ う，－?低 鎗 割 哩式 ，一肩酒肉馳く)`官報 ぺ・

=:]片 聯 洵喀 節 も 直 副 琉 分赤程剛 萌和 晰 嵐 分毎膠瓦

報徊 囃批 おいDJ う防廓 禍紀 正則喝靴 バ則 岬 齢'旧 交，

丸珍妙へ の応 ㈲ｊに ｙめ内かo 高夏ぐ ，班諭4ﾉ渥く，者演

諭的四 丿理 舒しz吋 沁 ら 心 八 川 名，り 夕ふ

J'毎におい て，電剥 ず琳 な 利 卯 殖i に聊 虻す肩 賎 ，つ

ａり静 聡 逓 副ト ガ筒遠において．進子計溥織戸 り ぷ/` ･':

めt糾 導福 助 針 耳涙 加 Ｕ い レう考 んオマベクい 湖 暉μ=

あこ,･jうヒい 硝 万 方心力ら 乱･=か 列叫 滅尽匯 か がj､諭

句が県 バ バ 凶 こ私有 個 考 ふ言 回 忖 ぶ認賎k い４ ぴ ，心ヽ

軋 単に 峨 心Ｌめぬ 只い け 四 川 知個 い い ふしだ刄 で噌

くバ㈲f･的考 元方とか ニダ に 毬ぷ'こk. 8愛滉レ輿可 政ば` 7j･

巧知'い 。

帽 勘 匯 につ い己j≒ こ，れａ押 冶 詣紅 茸強と，ぱ戻り 剔

嶮ﾁｻ 廊 旋口μ導 な兪tｈ コバ め立場 のう功希丿紺 匯 池 び)

つち ご此加J･ 
ぜれそ政め分野 必波岑司諭 乙め別途両大き

い捨敲に，と･が 我鮮ビ,どjヽの４か こ別轟し/てい/5 め 札 ぜ`の諾

遮お臨 十分に考 んなリ拓 ぶみめなしｈ ボにﾌ ″ロダラｊ ンアめ

Ｋ泗か手諸 い.り 力 で口々くバ耐 詐囃 畔･の測迪 き芳 力政ば

，乱 断 影 払 遠 味や か 手まめ2.場 詐 術 ｊ れお れ 渦

ろ久 こ力４加 で孝 ふ鉛J'`，淑砥峠坪幽J バ聡子け琳 恥舛蜘

Ｊ
Ｑ

り

１
″
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紅川 世菰ヱ．，筑 勺鑓 サ, 訟 沙唇程 ぺ４ｊ祠 しＫ時 函 こお いて

者 んろμ て肌 町りで･Ｘｊ ４ａい か．しにぶ゙ つて，拗 お| 算 誠

t4 J 年末φあ れ 円 応哨舎哨'２お こyJ:う４ 年の口じ必必院?覧

にお いて取 り斑う乙ﾋ，み 乳か 沁ぎめ ぷお り ・

ベクい 哺 晰 にり い ては ，２毎卜 ぷ いく斑 うペプ ド ノベ れ

と夕)期逢 か巧孝 んれぼ ，Ｊか’Γμ 方ぺ 乙い徊昿が.か ふ ベ ク

い 順痢 良知卜吟勲 惑 溺６レ ，渕 副 匝 れ りむ 肛 して／)

ま場 以) ，べ・クい 瀕 軌ヵ虫 を･ ベタい べ 嚇 冷 ・諦跡ベフ

ト` ル ，漢 恥ﾁ ▽，スカ ラ一肩 款μ2 趨 ≒`あ ぷいほ スカ サト 場

剔 ﾀﾞ･４゙乙・ペ フ･卜いﾉ場･x)凶;・・，ｙμ ，勾配 バ芒政.，司糾に噸

寸 るな式 ，ペノト ノの舗接 戦 曲亀 面積 かｊ 副 賤 脊, 頑

蜃 胞運 ，ガツスめ庖糧 ，グ'`リ ー，ﾝの建 理 ，ズト` ーク又め廻隠

μk:･‘ a,轍 ろい ら 考 え方む４ いｋ思 飢沁み．こ紅 加 叫q か り

着 卵 ㈲ ばふ ぃげ 嘩 昨 禅 導 ﾋ．゙急 所 訪 ，

Ｊ耳 め司魚 てついて皿 り 瑚 仰 如 らヽ 考 ん叫 笥 漱 封

ｊ収丿町 沁ぽ7μ叫 ふ

＠ 応囃 詞 Ｘ．じてダ)を)が めみ目 燧 針背泳に7)` 'での

舷

鉛 勁 衣 訃 席 削 城ｋ レて ，１仔姉 痢 茂が び) 副 詞 ‰

衿y)Ｑ゛)じこj ゐ でいくφ 乙ヽ り) こ．k=・晰犬jXJ 勿印iで函-ﾘ て．

刺 鯛 奪 虹 っ いては ，電丿牡 靭 押 叫 け 堵柘 ぢ 黎り載

４ い 卜う屡 点 からガ リ･J7 如 り μ ぷ し1こ．どけｊｊに辿 べμ，

遥 りであ か 銘聡 廊 拷 でバ 絢 し 撒刎 ば躍丸 あ 扮 ル フ

一り肩 り無1 み ふ馬迪 鴬 例偕･ 球a異ノハ ，屯 子仲 痢 擲 こ･･りヽ

け 轜5 剣ﾌ 竹げ ｀ｦｼﾝ ｸﾞ'ﾋ．レて咄凛 な匍 参 席 差,か ら しノ

て締 匈
ノなﾘ“
細 四 らない　 ｊに ぎ`のμ心 沁 靭 諌 が17

今諸あ 佃 いJ`£･ヵａ貳 仙 素 磁 廓｣ 琲 ９ 怯 ば; 鏡差縮 と・

ぷ･，輔 調 法/社 ば豺貳21オZﾉ 司｀lれぱ` /;J･6ﾉ訓,≒

-

ｆ
Ｏ９
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遥 州 嘱勁 匹 りヽにμ び)に卯営な鉛 政 け 試所 採 庄 鮮

を，ぶ:め 回 ，ロベ乙ズにおいて，絹じ姻 弩幻小ｇむ捺り遥丿八･う

こ叱 でヽあ 乱 剔 えバ‘J 重さー沢方叔べり毎嘘に4)いろいろめ

鮮ふ 八添 加 七 ど,Ｇ 壇 んJう帆か仙し び` 'クズ球 駄
如 涌

し り 幼 圭 対 眉 式渕 琳 で影 山 心 消去法 絹 い匹

す以 つ配 漣 抱才昴 り 鮮訣,つプy=zｔ 又出 が1ゐふれμ謐之

み採式色そ畝 ○卯直ぶ釦謡９溜拘 引Ｕ 鮑す57 ツ ゼズで囁 っ

て，この尹 口ｔ スいあ(μ 彬y 仙T同 む原 り迫 しぷ ン ハ こ

乙亀 巻 手計丿難 い 珈 恥沁
にっ
て堺内冷りれか しＫφ つヽて

匍 鮭り 紘 とレ て爪 こλうの粁か らヽみ て，胡座レてい石

鮑 μ)ふ 分野にお いて扱ろめ 払 同じ柳 い くｕ ｙしレお

ンJ い
ｊ
箆舗 徊ね恥 ご肖 ｺﾞ`ｊとい引 繊能か巧み で，咎と．め て

歎直詐ル 太しして幻 糾・べ･，3ご に 匙 似

凪 い こよ り) 教擲 討 貳 をぶ察レ でみｊ う．

卯 公 認 式　　　　　　 ノ

② １ａ．μＪ`ｊ の消去法

洙ａ方程式刈 縁 球 判 反りど豺試？石撹.と濁らわす列夕

クト/ 此 々゙かj つてい封 印j/ いこついて，対 則 ４; が 直乏

れ ころ ぞ`削 岫 蓼素め瓜 £∂tこす３４う心 柱 才 沁ｒ４く

Ｊし白7い て，行刈に潅lμ お こプハ μ め乱 残 ってい るゑ

素 猫 部 を) 石混と炎 わす列ベクド ハニ対柳 ４ の１だけ乙

な乱　こＪ):戸`口妃ス£み ぶじ丿 州 Åめ勝布 吋 恥 吠カ コ

岬 到/l の茅 岫 岫 悸が ヤ) ぬぶ 豺 漏 に い 列 囁 乱ノ

たか 匹 匹 俳1 ∧ ぬ 形 すがy ，`こ雌 （ ゐ心 ．軸 とし/

て禄 外 べき掃 丿虫寸丿 乙いろが`，こｙ)抒丿収し濾 豺. 写μ 了

り 軟 すべてが 升 こついておｙj 仏 この解決涵探と示しyＫ

フロ ー予々－)ヽ きつく恥ﾌ 竹コタツｊン芳レていくこいてね

か ン) 糾 きよし泌 琳ﾐ淑ぼが咄 肘 顛隨 いこおいてお こなう

－2卜

Akita University



こ 乙になz§。

a） 反jわ 椴G ‘応1み.j．j`一心 み公耳貳 ）

七り だりXJJ “'‘ が゙九色飛掩丿
紅 乙し

ｊ　
必い 必j･･必yｊ '‘'`‘大淀/;1･ ･

必
２９ 必Ｕ

，－ ゜'ぬ ，･ ‥‥lj 瓜をλ，已しｙX　b･., ぬ ”'` ㈲ を走淑丿･

寸 抑 ぼ 謐 粗 一良 万羅 心 眼 ゴ' ． 三 応 急 之一 毒 乱准 べに ≒)い

て ぃ 乙ぼ ，ダ･ふ ，ゐ 縛 一式 ，侈 ご･
ふ 導
ざ 式 ガゾ

謔 （ 徊

匍 む() ぎ え容 色痢 い て 轟 瑚 値 ず ど ≒ 球 唯 今（ 嘉
べ

L=べ 入
寸 乱 嘔 一式 じこつ ぃ てい 瓦ばJ 臨 ，局 の参

向 え巳レ て

芯町 砥戸 邑 与 之 で 尤ぷ 孵 以} 也 奴 誠 ６レ てμ ″ を朔 乱 べ

に 夥==二
・ぺ にお い て

罵
ノ
局 函 犬り に ぐ') ・ Ｚ、戸 を)耳い て ズj'

燧

つ ブ い てど ゜乙ど 七ぞ琲 い で 球 り 芭将 ふ ￥ 一回 邸 陣 作いに

れ で･冤 了し/ ，が ち 轟 町 幻') ｔj ＼j のぜ 剽 ど ％ ガ
ハり

聡 りに綱 い て磨 喋 ら が ‰ が 町 廻 怖り 脚 りぷ ． こ の４ う

に ，こ め聊 事き璋 う延 し ，順 応 狩 いl 尨以 後 き
収 め て

口 く ．

つ 琵) ず, がﾔﾉ り: 求 の 心 丿 綱 叫 僕?, ごt ぐ が を)

じ ぐ 帽 むち 幻yyS: 用 い てが ち 尤/ 馬 肩'J 色 れ め 冶‘力 で泌 ふ･・

こ め 口 辰 ま和y の球) 丘 レ 糾 洋 以 り こ･`乙で電丿 社 玲M わ

謳 新 漬癩 苧j れ ん

(b) 遡 す到　　　　　　　　　　　　　　 犬

/1 を 川 か 正.が う刹 叫･ ふ い 川A 卜 四 行 列/ 心 月 レ て

/旧 ぐ に ぱ 希 び 鋼 バ 満 たな 測 影 り の泊 絹/｢ 火

い 奴｣ で・あ ４ 此 ／1が ー
／
ぐ'ygl °‘ f じ な る ご と き示 ‾すづ な
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す るＩ め 列 七 辱 レ く仙 恥 例 汗 らX び= Ｊ とレ 乙 い 前 賢 郎
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‘●＝ｌ ｂy
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り ｀
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ぐ 消戎味い．Ｑ４節jl£凋いて，こん鏑 泌託才翁べび7く

ｙ ）ハトj ら　兄し/て丿砂防 のか 鴇無 勺列ぎっづ;臨 八:
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．
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拡 Ｃ

今 ｙ
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－

一器 －

Akita University



7J　ふａ

七.X£リ

ぐぐ ぎべ い く パ ノｔ し川 尤?X．41’‾　る 副 〉 £め り ｙ 七
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で 濁 瓜 ，P ，Q. ば 杓 珀 関 牧 で 吠 胞r 畑 ら Ｑ.箔 助 一 クマ
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り齢ゴ､り:ｼｯ7 °レックス法で･あゐ、シンプ レ･バ ス5;jJ 不お 紅

!2対t Ａの后 璋型‘'ヽの嘆:襖丞冲･ 乱 こ剃 μ: タ浦豆オ
μ 吠

１悪ji 方程 式の口 と同じ'Ｊうに良のが吋 贈 裂` ＼途 火
払

竹 演 でljい い
‥
お4. 交 数 つ 咽 左 ね ま 舷( 走 つう 坤 冊 いj

-　●-ﾑ　£-　　　　　．　Ｊ-　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　・
測にμ応｜ れｔj) と して盾呼称ｒ表ぬしてぃく、

μ 型計ぶ問趙で･IJ，一徊に･jμ型不響式の系μ.Ｊつて削丿鱒

刻 わり 一文ら転 財 勇の岬 こ対１ ゐ辞繁闇数め聶ズ とあ に 一

朗斯と｡４ か。

〉人エが澱用数ずにあＪ て細1=計岸砥として取り叔いい 哨

磨でI廊ゐ（ こφりヒし呼ド バ: ンテカロル沃と シら レー

シ９ソがあゐの で少し孝 弟レにへ

モッテガロル鳶lり司加 榊 昨 の于科 として，一種･バ ンプ

リップ`遥々･あゐ。み 数 回のランダ ムμ 出 の掃作画ゐ川J ラン

ク`ム參鳶 芭繰 り違 レ，その師 家騨 がす的推論でＪ リ‥ぷめる

鮮 を五穀 的副1Jyぷうと寸心もので必ゐ。ぞめか刻a ，与え ら

４ に問擲 こあ 。μ ナぷ 即叙 のう ンダ` ムすンプ ル‘&禁か その

芦 果 £わ
ご極限
是耀を用｀'て側 皺 Ｓ推是‘l・ろふヒにあい

そし刎1!'子計 算柳 に･わ て今赦 付 庸 ＆発 生１セ ながら・短

時潮,こ夕夕｢く のサンフリレ£得々こ,とがで ，yゐ了 う/こな７沁 ，モ

ンテカロル泌1ぴi 争的因子差彦 ん/ビ屑題に抒ｏで，その剱象

£ぞ吼|=Ｊ' 2て碍 此々 数回 のランダムi 判 西もとにして，片

計 的に検討 とヵ吋 ゐシミ如 一沁ソ わj とヽ-６ての応痢弐であ ゐ。

訂 て非百 軸 燥 浙 こ右丿ても歯 当侃ぽ李モデり こら てゑ

心し，反街 溥 によ・，て近 似解 ＆うゐ方璃 ぷあ リ，琳 榊 犯

ｉ 晦 な7唄 好 臭節 こ幇ｕてぃゐＪ 邱 μ靭 ４折 問諏 痢 １

ゐ応用剖 とどて 匠の計鼠 光稀有の豺 軋F 図.j岫 臨
ｙ の

片 分 方程式の解 丸 乙呻 ふ α ぷ稽 瓦 の瘍冴樋1問題y゛ がめ

ゐ。
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む ら 複絢な規澱;& 走曼化 し ，肺 彫S.息めゐのであ りその

才識ぼ班柔の定量化.･り`ら理論式と以てｊ 勁 映, 賦によって ，

剱論モデ･ルり 且み八て，論 理式に石 びかえて，害丿計琴磁 に

ょ フで諦 理的り心 レーション £Ｆ こな 乱 ，ごのいｊ ｙ ぶ`ユレ

ーション/こゐヽ・に･ Ｊ，/μ嘩な森y の旋 理雌＆溥唐 でゐのであ

ろμ ，燎 の洒 に，何 と回帥として．問轟 ＆解 ぐのがヽバ ヂのた

めにシミ` -，レーシ９ソ剔 新 牙ずゐのが否,明 ら引 こしなけ帽 丿力

‘うな叫 回) う ，ｊ 斥奴襄Ｊれたダーク かツ 又テＡ の琳 有 ヤ，

管鴫勝釦)7( 抑 ごオ 貧的なものヵ` どうヵ` ．教 学妁 そデル 苔っ

＜ｊ ときや， シ 仁1 レー ジョソ 発行 の際 に 尺てゐ瓶説 との

９兪 蹊.ヤ直 会匯･差身 え,刄 け 坦J｀'ならな･j ．　シ･Sヽ エレーショソ

わ) もの& 取ﾘ 孫 うこり Ｊ困難とレｒもべ 虞らの巻帯的 な考

え方とや賎１４ ことが汝 參了･画 うと眉 う．

もちろ んｚこ礁らの汐 妁こ，夕匈' ナ．ミフック プヽ ログ'ラミング

将冶頌 匯綸 ，ｙ －` ム政論 ，スｙ ジ!=乙りング方 どld くっヵ` の問

轟 ぶ:蜀 ３ヵ七 高導ド みりてj:Ｏ 摘うこと･ａ困 難と忍巾恥ゐ・

応･用数的 町 片 計逓 躬 フづ エ解靴 ラプ ラス突1枚なと”政a口

rt)リノμ=ヒの関連で'べ'クＨレ翔濯fが声えノり牝うわ にり ゐ･ロ ン

し 牝 り’l）。

牛 も 寸 び

こ冰.ぶで‘高専l（ お巾i 散歩の淑瀦内JS:,邱 翠融 の論見と激

俊司脊の改痴£禍叙畑 財躇 との関舶 が ご巾めなべづ方兆

してごれ．楕報将頭 球れ 抑 げ 咄疹な数学内碁なら心;に救

ﾂ 的゙ 手丸/ ぷ･うﾀﾞにーそ,れ.らに萌 島しひ, ゐ数徊 端 との飾 私

的Jjr哺にたって秀えて,げ な汀れ,ざ町ら/μｈ まμ数加計片

渚|゙ お口では，を子討罪微匹ぬ少ゐことがで'.1ゐぎうに7 °ｐ
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グラタンクで'ごゐことで･必リ 。解 ａ求めゐ｡洒程 町 匹 て

じJ:う尽璋作 ，即名操作ぎ黛 り返しかこなうことで‘あり

学的/ざjn, 方や電，ﾁ討肩揖 に引1 ゐに卸 こば零な叙予的

として絃 一的1り とめあげ'/，こヒが旭 乖と泥う。

同
侃
”
７

’・

゛

ｙ
ｒ

”

．つ

Ｊμ．高和C ゐ`けゐ数ゲのβ的叔町しって，数 学理論 の漱

屑 ，数 学的考之方ヒロうｊ:埓ａ`ら．巌j4 内磨につ にヽ 論 北＆

加 之．で'みμ:．碁廼靫学として考え.･μﾌ冰 ぱな･ら４０功岩 メ

耳ｊ･亭なり1,て報う貪 学内盛にっヽjても一応私案 として怖 気

しでみμ。

なれ こヽ4t卯)淑 有司喜IJ奥証血S同 和ごＪ，て砕£れリa

げ液ばならり"。と爵う。

叉

Ｊ
‐ ぎ.轟＆ 医 ：

／夕７／
助 茄 据 り

幻　　　
前　;1昌　　

り

句

り

6J

ﾜj

到

献

数学的焔疹の雁淀形表･こっ･･て

日ず駄蔡恥詞･引会弧　系お蒼 ｄ々

j. 域 £ 臣，：　 律妙 辞 必'蔡,り 卑 期4X. の却 φ 班 羞 巴

実証 吟淵 雀 ド:.つlバ'　　　　　　 ぺ

／９か　 如 む兪 疹肺 躬 咄溥 無　 わ･ ぎ

･1は ａ 犬鳶；　 世 子向･遡 櫛･r呼=.めj･ 数 学

ｆ 中 蛸μj ；　 μ 哨兪ﾐSI- 新 値 紆努3jヽ

超 ｔ 剰凌.･ｅゑF 俯｢R 郎 叔 値 打 蔀とフ・ｐｳI'ﾗ い ・ク･` 叙 蛮 瓶

J‘吻｀K6 ’`４倣?./ い Ｊ ＆ £知 ″･７･ Ｌ ･ 弘 ぷ ．４い 拝 ，a7叩 μ･η．:

■11j。μhM ・tke ・ ａ亀cS t, ４ ４ ＆ ぶ ．..り,e

々P£ＣＪ＆゙ 4 阿らだCj'一成認Ｊで ／ｦ心

寸丿　小拓竜一渚； 減 租 仙

－36 －
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